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旧三潴銀行の建築保存研究
その2.輸 入金属製打 出天井板 について

Architectural Investigation for the Restorative Preservation of the Former Mizuma Bank
Part 2. Tracing the Import Stamped Metal Ceiling Boards

工 藤 卓1)

Takashi KUDO

Abstract: This second essay focuses especially on the stamped metal ceiling boards found in it. As a result, the boards 

prove to be similar to the products imported from Australia in the latter half of Meiji by Fujiwara Shoten, a building 
material dealer in Tokyo. The products were especially used in the buildings designed by Japanese famous designers 

form Meiji 40(1907) to 43: in the former Marquis Maeda' s Mansion (completed in Meiji 40) and the Navy Museum (in 

Meiji 41) in Tokyo, designed by Mamoru Watanabe, and in the former Teikichi Tanabe' s Mansion (in Meiji 41) in Hyogo, 

designed by Magoich Noguchi. In Fukuoka, where the former Mizuma Bank is located, the products were also used in the 

Guest House of the former Fukuoka Public Hall (completed in Meiji 43) designed by Eizaburo Sanjo. From these facts, 

the designer who used the stamped metal ceiling boards in the former Mizuma Bank, can be presumed to be Eizaburo 

Sanjo himself.
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1.は じめ に

論 文 「その1」 で は、旧 三潴 銀行 は多 様 な建 築 的特性 を

併せ 持 つ歴 史 的建 造物 で あ る こと を明 らか に した。 また、

建築 設 計者 像 と して福 岡 県土木 課技 手 西原 吉治 郎 を推 察 し

た。本論 文 「その2」 で は、「金属 製打 出天 井板 」に焦 点 を

あて、 この装飾 美術 的 工業 製 品 を用 い た室 内意 匠 とそ の特

性 を鮮 明 にす る と と もに、 この製 品導入 に携 わ った設計 者

像 を推 察す る。

「金属 製打 出天 井板 」 は、英 国 の アー ツ ・ア ン ド・クラ フ

ツ運動 な い しは西 欧 のア ール ・ヌ ー ヴ ォーの影 響 を受 け た

図柄 が 金属 加工 され てい る工業 製 品で あ る こ とに、大 きな

特色 が あ る。

明治 後期 の 日本 の洋館 建 築 の天井 を飾 った この金 属 製打

出天井板 につ いて 、 これ まで希 少性 の 高い 歴史 資料 と して

抽 出 した論 考 は ない。 現時 点 にお いて この 天井板 を実 際 に

見 る こ とは容易 で は ない が、 同 じ明治 末期 に竣 工 した 「旧

三潴 銀 行」 と 「旧福 岡県公会 堂 貴賓 館」 で 目の当 た りにす

る ことがで きる。

2.旧 三潴銀行の金属製打出天井板

煉瓦造2階建洋館の旧三潴銀行は、福岡県大川市の築後

川河口近くに明治42年10月 に竣工 している1)。この建築の

室 内意 匠 で特筆 され るの は、倉 庫 と金 庫室 をのぞ く全 て の

天 井が 金属 製打 出天井 板 で装 飾 され てい る こ とであ る(図

1-1、1-2)。

平成8年 の 調査 時点 に於 い て は、頭 取室 の 天井 蛇腹 は古

典 系植 物文 様 をア ール ・ヌ ー ヴ ォー の図柄 に して連 続 させ 、

天 井板 は古 典系 幾何 学文 様 の図柄 を配 列 して いた(図1-7)。

これ らの 図柄 は、 建築外 観 を飾 る古 典系 ル ネサ ンス とア ー

ル ・ヌー ヴ ォーの装 飾 に呼 応 して 選 ばれ てい る。 吹抜 空 間

の営業 室 天井 で は、 四周 に廻 され た植 物 の葉 をか た どっ た

金 属製 打 出蛇腹 板 は よ く残 され てい るが 、天井 面 は蛇腹 と

同 じ文 様 が打 出 された 中心 飾 りだけが 残 されて い た(図1-

3)。 しか しこの天 井全 体 に金属 製打 出天井 板 が張 られ て 白

く塗装 され てい た こ とは、 この建 築 を譲 り受 け た元所 有者

の真 崎悟 氏 か ら教 示 いた だ いて い る。2階 会議 室 の 天井 も

同様 に、装 飾 のあ る天 井廻 縁装 飾 は残 るが 天井 板 は改 造 さ

れて い る。

階段 バ ル コニー の天井板(図1-6)や 、1階応接 室天 井板(図

1-4)、 事 務室 天井 板(図1-5)お よび廊下 天井 板 は比較 的 良

く残 され てい る。 これ らは2階 頭取 室 の装 飾文 様 とは 違 っ

て、草 花 や幾何 学 形 の図柄 が平 面構 成 された瀟 洒 な ものが

選 ば れて い る。

この よ うに、蛇腹 と天井 板 は、 部屋 の広 さや天井 の 高 さ
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図1-1;1階 天井伏せ図

0営 業室 ②金庫室 ③事務室 ④応接室 ⑤廊下

⑤倉庫 ⑦階段

図1-2;2階 天井伏せ図

0営 業室吹抜 ②頭取室 ⑤会議室 ④階段

図1-3:営 業室 吹抜 の中心 飾 図1-4:応 接 室天 井 図1-5:事 務室 天井

図1-6階 段バ ル コニー天 井 図1-7;頭 取 室

図1旧 三潴銀行の金属製打出天井板
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図2-1:(『 建築 雑誌 』第231号 よ り 図2-2:(『 建築 雑誌 』第262号 よ り 図2-3:(『 建 築雑誌 』第277号 よ り 図2-4:(『 建 築雑誌 』第286号 よ り

複 写 転載)複 写転 載)複 写 転載)複 写転 載)

図2;藤 原商店の金属製打出天井板広告

を考慮 して選択 され てい る。 いず れの 天井板 も、90セ ンチ

四 方 をモ ジュ ール と した単板 で ある。 この天井板 につい て、

大 川市 史で は、「天 井 は ドイ ッ製 の厚 い鋳 型 打 ちブ リ ッキ

を使 った 」2)と 記 述 して い る。 しか し実 際 は、 薄 い亜鉛 引

き鉄 板 を成型 した工 業製 品で あ る。

3.金 属 製 打 出 天 井 板 を 輸 入 一 手 販 売 した 藤 原 商 店

金属 製打 出天 井板 は、 明治後 期 に建築 素材 販 売元 の藤 原

商 店が 取 り扱 って い た こ とを、建築 学 会 の機 関誌 「建築 雑

誌 」の広 告 頁の 中 に見付 け だす こ とが で きた(図2)。

明治39年 の 「建築雑 誌 」第20輯3)に は、 「業 務 振張廣 告 」

と銘打 っ た建 築素 材 が紹 介 され 、「宮 内 省 陸海 軍 省 及諸 官

衙御 用 品」 の一 つ と して 「濠州 製鋼 鐵 製特 許天 井板 」 が一

行 見 出 しで広 告 され て いる(図2-1)。

この広 告 内容 を よ り拡 充す る のは明 治41年 の 「建 築雑 誌」

第262号4)の 広 告 紙 面 か らで あ る。 そ こに は天 井板 と中心

飾 りの写 真 を載せ て、「一 見 精 巧 な る刀 手 に依 りて彫 刻 せ

られ たる如 く高 尚優 美 な り」 とそ の魅 力 を強調 してい る。

また、 この広告 が貴 重 な の は、 使用 先 の建 築名 を列 記 して

い る こ とで あ る。「海 軍参 考 品陳列 所(原 典 の ま ま)」「東京

市 圖書 館」 な どの 公共 建築 物 、「前 田侯 爵 邸」 「長谷 川篤 眞

館 」 な ど民 間 の洋館 な ど14の 建 築物 が列 挙 され、 その他 に

も 「勧 業博 覧會 諸建 築 物」 が使 用先 と して 広告 されて い る

(図2-2)Q

明治43年 「建 築雑 誌」 第24輯 第277号 か ら281号5)ま で は、

「近来 大流 行 の濠 州製 鋼鐵 天井 の 美観 」 と説 明書 きの あ る

写真 を載せ た一 頁広 告 を掲 載 して 、東 洋一 手販 売 の藤 原商

店 を強調 して い る(図2-3)。 た だ し、 この号 以 降 は、 この

よ うな大 々的 な広 告 は見 られ な くな り6)、 金属打 出天井 板

広告は他の商品と同じ一行見出し扱いになっていく(図2-

4)。

第24輯の一頁広告文の製品紹介は、金属製打出天井板の

特徴をよく現しているので、その全文を下記に示す。

川濠州ワンダーリック會肚製品

鋼鐵製打ち出し天井板及内外装飾品!!

○該材料は敵米諸國制作中の梓を抜き英を葦め夙に斯業界

冠たる好評を博せり

○該材料は精巧完美にして高尚優美且つ廉贋なるを以て各

技術家の競うて之れを使用するに至れり

○該材料は東京日比谷圖書館、鐘淵紡績娯樂室、海軍参考

品陳列館、帝國ホテル、京都村井邸等に用ひらるζを以て

其實用を示せり

0該 材料は神技妙工を望まるζ人には彼の千古名匠左甚五

郎の妙技も尚容易に及ばざるの模型あり

○該材料に取付くるに其接績の容易なる唯僅かに敷本の釘

を以て其綴目に打ち全面其符接を認めしめざる可し

○該材料は優雅高尚なる金青白黄其他嗜む所に施彩し得る

が故に彫刻石膏の如し

○該材料は一坪四五圓より五六十圓の各種階級あるも普通

六圓乃至九圓のもの販路最も多し

この広告 文 の前半 か らは、 業界 か ら好評 を得 て い るこ と、

優 美 で廉価 で あ る こ とか ら多 くの 技術 者 に使用 され てい る

こ と、 公共 性 の高 い建 築 や私邸 で の実 績 な どが紹介 され て

い る。 後 半 には、継 ぎ 目が 目立 たず数 本 の釘 で取 り付 け で

きる こと、彩色 で きる こ と、坪 あ た り45円 か ら60円 の 各種

階級 の ものが あ る こ とな ど、製 品 カ タ ログの 内容 をよ く伝

えて い る。



4.藤 原 商 店 広 告 の 使 用 先 に あ げ ら れ た 洋 館 建 築

(表)

藤 原 商店 広告 の 「金 属製打 出天井 板 」の使 用 先 と して上

げ られ てい る 「帝 國 ホ テ ル」 は明 治23年(1980)に 竣工 して

い る。 設計 者 は渡 邊譲(1855～1930)で あ る。 渡邊 は、工

部大 学校 造家 学科 第2回(明 治13年)の 卒業 生 で、明治19年

に妻 木 頼黄 ら とと もに政府 の建 築技 術者 養 成 ドイッ留学 生

に選 ばれ てい る。 その 帰 国直後 に設計 した 「帝 國 ホテ ル」

で金 属 製打 出天 井板 を使用 した こ とに この 製 品の新 しさが

分 か る。

「海軍 参 考 品陳列 館」 は明治39年1月 に築 地海 軍大 学校 内

にお い て起 工 、 同41年4月 に竣 工 してい る。 この 設計 も渡

邊 譲 であ る。 明治41年 の 「建築 雑誌 」 に 『各 室 天井 は総 て

藤 原商 店 の一手 販 責 に係 わ る 「ウ ン ドリ ック」 會肚 製 金囑

打 出天 井板 を用 ひ』7)云 々の 解説 が 載せ られ てい る。 ま た

「明治工 業 史」建 築編 に も、同様 の解 説 文が 載せ られ8)、金

属 製打 出天 井板 が公 共 公 開施設 の 天井 に使 用 され た製 品 と

して、建 築工 業 史 に残 る評価 を得 てい た こ とが伺 える。

「前 田侯爵 邸」の ル ネサ ンス式西 洋館 も また 渡邊譲 の 設計

で あ る。「海 軍参 考 品陳列 館」よ り も以前 に起工 されて い た

が 日露 戦争 の ため工 事 中 断 してい た この邸 は 、東京 本郷 の

加賀 前 田藩 の上屋 敷 跡 に、総面積 約214坪 で建 て られ 、天皇

の行 幸 を仰 ぐため に 内装 ・家具 も上 質 に設 計 され て明 治40

年5月 に竣工 してい る。 明治41年 の 「建築 雑誌 」には次 の よ

うに解 説 されて い る。 『便 所 は一 階二 階 と も(中 略)天 井 は

「ワンデ ル リ ッチ 」會杜 製打 出 シ模 様鋼 鐵 板 を用 い 「ペ ン

キ」塗 りとし床 及腰 羽 目に は舶 來 「タイ ル」 を貼 用 し周 壁

は白漆 喰塗 りとす」、続 いて 「地 階 に於 ける韓球 室 、喫煙 室 、

暖房 其 他各 室 とも入 り口 窓枠建 具 及腰羽 目等 は総 て檜 製 に

して 「ペ ンキ」 塗 りと し天 井 は韓球 室 喫煙 室等 の主 要 な る

各 室 は 「ワ ンデル リッチ」 會杜 製打 出 し模 様鋼 鐵板 張 りと

し』 とあ る9)。 この記事 か らは、「都 内各所 に設 け られ た華

族 ・貴 族 ・ブ ルジ ョアジ ーの邸 宅 の なかで も第 一級 と認め

られ る」10)洋館 にお いて 、藤 原商 店が 取 り扱 う金属 製打 出

天井 板 が張 られた ことが分 か る。 つ ま り渡 邊譲 は、 この よ

うな格 式 を重視 す る大 邸宅 におい て、単 に西洋 様式 の完 壁

だけで は な く,当 時最 新 の暖房 や照 明 な どの設 備 の導 入 と

と もに、 アー ル ・ヌー ヴ ォー に よる装飾 美術 の新素 材 と し

て この 金属 製打 出天 井板 を用 い てい たので あ る。

「日比 谷 圖書館 」の金属 製打 出 天井板 は、明 治41年 の 「建

築雑 誌 」の叢録 時報 に紹 介 され てい る。 「今 度 竣工 したる 日

比谷 公 園 内の市 立 圖書 館 は工學 士 三橋 四郎 氏 の設計 にて昨

年七 月 の起工 に係 わ り(中 略)、 階上 閲覧室 は装 飾最 も美観

を極 め中央 に コリ ン ト三葉 式 の圓柱 二 本 あ り、釣燈 は六個

を備 え周 園 には ローマ 式 の大 窓編 を 開け打抜 鐵板 を以 て張
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表:藤 原商店広告に載った設計者と竣工年が判明す る建築

建築名 設計者 竣工

帝國ホテル(初 代) 渡邊譲 明治23年(1890)

南葵文庫(旧 徳川頼倫邸) 石村金次郎 明治32年(1899)

鎌倉海濱院ホテル ジ ョサ イア ・コン ドル 明治39年(1906)

前田侯爵邸 渡邊譲 明治40年(1907)

海軍参考品陳列館 渡邊譲 明治41年(1908)

日比谷圖書館 三橋四郎 明治41年(1908)

旧田辺禎吉邸 野口孫市 明治41年(1908)

京都村井邸 J・M・ ガーデ ィナー 明治42年(1909)

れ る格 天井 は ワ ンダ リ ッ ク會 杜 の 製 な りとい う(中 略)

云 々」11)とあ る。 こ こで も藤 原商 店が 輸入 した 「ワ ンダ リ ッ

ク會杜 」 の天井 板 が 、公共 性 の高 い 図書館 の 閲覧室 を飾 っ

て注 目されて い る。

「京都 村 井邸 」洋館 は、明 治42年 に竣工 したル ネサ ンス風

の鉄骨 石 造3階 地下1階 建 で、 タバ コ産 業 の近代 化 を推 し進

めた村 井 吉兵衛 の別荘 で あ る。設 計者 は在 日ア メ リカ人建

築 家 ジ ェームズ ・マ ク ドナ ル ド ・ガーデ ィナ ーで あ る12)。

5.文 献 上 に 見 る金 属 製 打 出 天 井 板 が 張 ら れ た 洋 館 建

築

藤原 商 店の輸 入 先 であ る濠 州で は、 金属 製打 出天井板 は

どの ように使 わ れて いた ので あ ろ うか。 明治41年 の 「建築

雑 誌」 叢録 の田辺 淳 吉 が抄訳 した 「西 濠州 の住 宅 」13)を見

て み る。原 文 は英 国 の 建 築 雑 誌 に掲 載 され た[Domestic

ArchitectureinWesternAustralia]で 、パ ース在 住 の建築 家が

英 本 国 に向 けて投 稿 した記 事 で あ る。そ こには、 一般 住宅

を例 に とっ て 「天 井、壁 は白漆 喰 だが 壁紙 を使 用 してい る

の もない で はな い(中 略)上 等 の 部屋 には金属 製打 出天井

(ス タンプ トメ タル シー リング)に ペ ンキ を掛 けて使 用 し

たの もあ る」 と明 瞭 に金属 製打 出天井板 の使用 例 が紹 介 さ

れて い る。 この天 井板 が藤 原 商店 が輸 入 した 製品 と同 じも

のか どうか は判明 しないが 、 同類 の天 井板 で あ る こ とは 明

白で あ る。

図3は 、住友 銀行 の初 代 支 配人 な ども務 め た 田辺禎 吉邸

の応接 室 の天 井 であ る14)。設計 者 は野 口孫 市 で あ る。 野 口

は、明治2年 に姫路 市 で生 まれ 、同27年 に東京 帝 国大学 工科

大 学造 家学 科 を卒 業 して 同32年 に住友 営繕 に入社 、住 友 関

係 の多 くの建 築 と邸宅 を設 計 してい る。兵 庫 県住 吉 の 「旧

田辺禎 吉 邸」 はそ の 中で も秀麗 な住宅 で あ り、明 治41年 に

竣 工 して い る。花 をモチ ー フ と した装 飾文 様 の金属 製 打 出

天 井 板 は、格 縁 に 囲 ま れ た鏡 板 に用 い られ、天 井 全 体 が

アー ル ・ヌ ーヴ ォー と共通 す る洗 練 され た美 意識 をみ せ て

い る。 野 口が住 友 入社 直後 に英 国の ヴ ィク トリア朝 末 期 の

建 築 を視察 してい た時期 は、 ち ょう ど、 アー ツ ・ア ン ド・ク
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図3:旧 田辺禎吉邸食堂天井(『 日本の建築{明治

大正昭和}』よ り複写転載

図4:旧 島根農工銀行本店天井

り複写転載)

(『洋 館意 匠』 よ

ラ フッ運動 をは じめ、 欧州 の ア ール ・ヌ ー ヴ ォー 、 さ らに

セセ ッシ ョンの建 築が 流行 してい た世紀 末 の 時期 と重 な っ

てい る。

図4は 、松 江 市 の 「旧 島根 農 工銀 行本 店 」営 業室 の金 属

製打 出天井板 が 張 られ た天井 で ある15)。設計 者 は不 詳 だが 、

後 述 す る旧福 岡県 公 会 堂貴 賓館 の1階 遊 戯室 の金 属 製打 出

天井 板 と全 く同 じもので あ る。違 い は天井 の張 り方で 、 島

根 農工 銀行 は廻 縁 に ある フ ラ ッ トな鏡板 張 りで、貴 賓館 は

格 天井 の納 ま りに なっ てい る ところで あ る。

図5は 、埼 玉 県本 庄 市 の理髪 店 の金属 製打 出天井 板 で あ

る。竣 工年 や設 計者 名 は不 明 であ るが 、撮 影者 の藤 田 洋三

は、「本 庄 式 バ ロ ッ ク とで も呼 び た い豪 華 な模 様 をプ レス

した トタ ン天井 」 とそ の装 飾性 と トタ ン製 で あ るこ とに注

目 して い る16)。

図6は 、伊 賀 上野 市 の上野 高等 学校 講堂 の 中心飾 りで17)、

旧三潴 銀行 営業 室 の 中心飾 りとよ く似 て い る。 写真 か らは

この講 堂 で も中心飾 り以外 の 天井板 は判 断で きないが 、金

属 製打 出天 井板 と併 用 す る中心 飾 りが学 校 講堂 で も使 われ

ていた こと を示 す資料 と して貴重 で ある。

6.旧 福岡県公会堂貴賓館の金属製打出天井板

重要文化財旧福岡県公会堂貴賓館(図7-1)の1階 遊戯室

と2階 食堂に金属製打出天井板を見ることができる(図7-3、

7-4)。

この貴賓館は明治43年の第13回九州沖縄八県連合共進会

における来賓接待所を兼ねて福岡市西中洲に建てられ、共

進会終了後に公会堂として利用された。設計、監督は福岡

図5:埼 玉県本庄市理髪店天井(『世間遺産放浪

記』よ り複写転載)

1晶 」■F1.胴 ■ 、.・'

図6:伊 賀上野市上野高等学校講堂の 中心飾 り

(『洋館意匠』より複写転載)

県 の土 木 課技 師三條 栄 三郎 で あ る。施 工 は地元 福 岡の 岩崎

組(現 岩 崎建 設)が 担 当 して 、明 治42年1月 に起 工、 翌43

年3月 に竣 工 して い る。建 築 規模 は2階 建 ス レー ト葺 き延

べ 床面積87坪 余(263㎡)で あ る。 フ ラ ンス風 ル ネサ ンス式

を意 匠の基 調 とす る建築 で、2階 に貴 賓室 、談 話室 、食 堂 、

寝 室 な ど、1階 に遊戯 室 、休憩 室 、事 務室 、食 堂 な どの諸

室 が配 置 され てい る18)。

こ こに見 られ る金 属 製打 出天 井板 の 図柄 は、1階 遊戯 室
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図7-1:北 西 か ら見 る外 観

図7-3:1階 遊 戯室 天 井 図7-4:2階 食 堂天 井

■■■一
図7-5;貴 賓室 天 井

図7-7:バ ル コニー へ の通路

図7-2;1,2階 天 井伏 せ 図(『 旧福 岡 県公会 堂貴

賓館 保存 修理 工事報 告書 』 よ り複 写転 載)

図7-6;金 属 製打 出天 井板図:左1階

右2階

図7-8:階 段室半 円窓 凶'-U:貢 資 至増 屋大 升 図7-10:貴 賓室 暖炉

図7旧 福岡県公会堂貴賓館
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と2階 食 堂 で 異 な る(図7-6)。 双 方 と も90セ ンチ 四方 のモ

ジュ ールパ ネルの亜 鉛 引 き鉄板 で あ る。藤 原商 店広 告 の使

用例 に 「勧 業博 覧 會諸 建築 物等 」 とある のは 、 こ う した共

進会 施 設で も採 用 され てい る こと を示 してい る。

遊 戯 室 の天井 板 は、 パ ネル 巾一杯 の 円形 を強 く浮 き上 が

らせ る よう に植 物 の ッ タ と芽 の図柄 を螺 旋状 に回転 させ た

アー ル ・ヌー ヴ ォーの 文様 で あ る。前述 の 「旧島根 農工 銀

行本 店 」と全 く同 じ天 井板 で ある。2階 食 堂 の もの は、方形

を象 った枠 に花 と枝 を抽象 化 して 浮 き上が らせ た アー ル ・

ヌー ヴ ォーの文 様 で ある。 遊戯 室 の文様 とは対 照 的 に落 ち

着 いた 印象 を与 え てい る。

この 貴賓館 の天井 の 全体 は、 天井 画 が描 か れた貴 賓 室天

井(図7-5)を 最上 位 と して秩序 だて され ていて 、板 張 り格

天 井や 漆喰 天井 な ど、 部屋 毎 に洋風 建築 天 井 の創 意 工夫 が

見 られ る(図7-2)。 そ の天 井 の意 匠構 成 に加 えて なぜ一 層

の装 飾 美術 性 を高 め てい る金属 製打 出天井板 の導入 が 計 ら

れ た のか につ いて は、 この時代 の装 飾 的意 匠 の背景 と建 築

家 の創 造性 を伺 い知 る こ とが 必要 で ある。

当時 の福 岡県 の建 築 事情 と して は、 辰野 ・片 岡建 築事 務

所 の設 計 に よる 「旧松 本 健次 郎邸 西洋館 」(北 九州市)が 明

治41年 に竣 工 し、 同42年 には 同事務 所 に よる 「旧 日本生 命

九 州支社 」(福 岡市)が 竣 工 して い る。前者 で は、木造 に よ

る個 性 的 な アール ・ヌ ー ヴ ォーの意 匠 が展 開 され(図8)、

後者 で も、鋳 鉄製 カウ ンタース ク リー ン、鋼鉄 製 階段 桁 、鋳

鉄 製手 す り子 、暖炉 な どに アール ・ヌー ヴ ォーの意 匠 が見

られ る(図9)な ど、装 飾性 の 高 い洋館 の建 設 が始 まっ て

い た。 「旧 立花 寛治 邸西 洋館 」 と「旧三 潴銀 行」 もその 中 に

含 まれ る。 一方 、福 岡市 では 中洲 で開 かれ る第13回 の 共進

会 に合 わせ て 、路面 電 車 の敷設 が進 め られ る な ど都 市 の基

盤整 備 が進 め られ てい た。

福 岡県土 木課 に着任 した技 師三條 栄 三郎 はす ぐさま、 こ

の 共進 会会 場 のマ ス ター プ ラ ンや貴 賓館 の 設計 に着 手 して

い る。 この時 は既 に渡 邊譲 や野 口孫 市 な どが 、金属 製打 出

天 井板 を使 った アー ル ・ヌー ボー の意 匠 を実現 してい る。

この よ うな背景 か ら三條 は、貴 賓館 に金属 製打 出天 井板 を

使 っ て、 アー ル ・ヌー ヴ ォー の装飾 美術 天 井 を見せ る こと

を考 える に至 った と推察 す る。

7.福 岡県土木課技師三條栄三郎

ここで、福岡県技師三條栄三郎(1876～1929)の 足跡を

見てみる。明治9年山形で生まれた三條栄三郎は、中学で4

年先輩の伊東忠太と親睦を結び、その後、奨学金を受けて、

蔵前の東京高等工業学校に明治27年 に創設された工業教員

養成所木工速成科に同29年に入学、同31年に卒業している。

木工科は工業教員養成が目的であったが、建設に直接たず

さわる専門技術者を育成する最初の教育機関であった。教

図8:旧 松本健次郎邸西洋館食堂(『日本の洋館』第二巻

より複写転載)

図9:旧 日本 生命九 州支社 階段(左)、 同ス ク リー ン(右)

授 滋賀 重列 は、 ア ール ・ヌ ー ヴ ォー の紹介 も行 ってい た19)。

明治32年 には実 業学校 令 の 公布 に伴 って新 設 され た熊本

県 立工 業学 校 の建 築科 に赴 任 、 同34年 には福 岡県 立工 業学

校 に赴 任 して多 くの建 築技 術 者 を育 てて い る。そ の後 佐賀

県 建築 技 師 を経 て、 同41年4月 に福 岡県土 木課 建築 主 任技

師 と して 着任 してい る。 当時 は多 くの建築 が 洋風化 に転 じ

る時期 で は あっ たが 、旧三 潴銀 行 が施 工 され た明 治40～42

年 頃 の福 岡県 で は未 だ建築 課 は存 在せ ず 、建築 に関す る監

督 官庁 の一 切 は土木 課 の建築 技 師や技 手が 統括 してい た20)。

三條 は、明治 の代 表 的建 築家 妻 木頼 黄 と在学 中か ら親交

が あ り、「福 岡県 旧県 庁舎本 館 」の煉 瓦造 設計 で は直接 の指

導 を得 て い た21)。一 方 で は、洋 館建 築 とは別 に神社 仏 閣等

の修復 復 原 に も関係 して いた 。 こ う した土 木 課の 職務 環境

下 にお い て、三 條 はセ セ ッ シ ョン式 に つ い て 強 い 関心 を

持 っ て い た。即 ち、福 岡 県 旧 県 庁 舎 本 館 竣 工 時 の 「福 岡

日々新 聞 」の イ ンタビ ューで 「ルネサ ンス式 以上 の ものが

で きない 以上 、矢 張 り古 い時代 の もので もそ れ に よる外 は

あ りませ ん。庭 々に セセ ッシ ョン式 を加味 したの は云 わ ば

現 代 を象徴 したつ も りで 、後 年、此 の建物 が ル ネサ ンス式

で もセセ ッシ ョ ン式 の加味 して ある の を見 て大 正初 期 頃 の

建 築 だ と云 うこ とが 分か る のです 」22)と答 えてい る。



旧三潴銀行の建築保存研究(2)

図10:福岡県旧県庁舎本館階段 図11:三 潴銀行階段室手摺

室(「洋館意匠」より複写転載)

三條 は、福 岡県 旧県 庁舎 本館 で大 成 す るセ セ ッシ ョン式

を加 味 した室 内 意匠 を、「旧福 岡県 公会堂 貴賓 館」で先駆 け

て見せ て い る。 特 に2階 階段 ホー ルか ら玄 関 ポー チ屋上 の

バ ル コニ ー(当 時 の呼称 は運動 所)に 続 く狭 く設定 され た

通路 が 、腰壁 を付 けず に天 井 まで漆 喰 が塗 られ、 その正 面

上 部 に丸 窓 を穿 っ た空 間 は 白眉 であ る(図7-7)。 階段 室 の

半 円 窓 と白 い窓 台(図7-8)、 貴 賓 室塔 屋 の 白い 天井 と丸窓

(図7-9)、 白い大 理石 に平 面彫 装飾 を施 した暖炉(図7-10)、

白い タ イル貼 りの 浴室 、 さ らに外部 腰石 の 白 い タイル貼 り

な ど もセ セ ッシ ョン式 を敷 街 した装 飾 的 な意 匠で あ る。 こ

う した貴賓 館 の繊細 な意 匠 は、建築 設計 に対 す る 自らの創

造 的感性 を表現 す る機 会 となっ た こ とに疑 い はな い。

同様 に、 三條 の セセ ッシ ョ ン式 は旧県 庁 舎本館 の階段 室

の 意匠 とそ の細 部 に も表 れ てい る(図10)。 特 に手摺 の 意匠

に表 れた伝 統 的 な造形 を取 り込 んだ装飾 的感覚 は、旧 三潴

銀行 の 手摺(図11)の 意 匠感 覚 と同種 の 印象が あ る。

当時 の三條 栄 三 郎 は、パ リか ら取 り寄 せ た ア カデ ミック

な建 築 装飾 の書 籍 や雑 誌等 に よって建 築意 匠 の発想 を膨 ら

ませ 、 さら に独 自の創 意工 夫 を繰 り返 して い た と伝 え られ

てい る23)。この ような設 計姿 勢 が、 フラ ンス風 ル ネサ ンス

式 の建 築意 匠 を巧 み に扱 い、新 しい装飾 美術 の創 造 を 目指

した アー ル ・ヌ ー ヴ ォー や古 典 主 義 か らの分 離 を促 す セ

セ ッシ ョン式 な どの新 しい空 間意 匠が 随所 に見 られ る所 以

で あ る。

8.旧 三 潴 銀 行 の 設 計 者 像

旧三 潴銀 行 の設 計者 像 につ い て、論 文 「そ の1」 で は、

福 岡県 土木 課技 手 西原 吉治 郎が 建築 設 計 に関 わ った可 能性

を推 察 した。西 原 は軟 弱地 盤 にお け る地業 や石 造風 セ メ ン

ト漆 喰壁 の 建 築工 法 、 さ らに古 典 系 ル ネサ ンス や アー ル ・

ヌー ヴ ォーの装 飾 意匠 で 旧三潴 銀行 との関 わ りが考 え られ

る。

一方
、三條 栄 三郎 は 、石 造風 セメ ン ト漆 喰壁 の建 築工 法、

さ らに アー ル ・ヌ ー ヴ ォー の装 飾 や セ セ ッシ ョ ン式 の室 内

回

図12:旧 立花寛治邸西洋館天井の装飾的特徴(「名勝松濤園内御

居間他修理工事報告書第1編 」より複写転載)

意 匠 にお い て旧三 潴銀 行 との 共通 性 を持 って い る。即 ち 、

「旧 三潴 銀 行」 の 主要 天 井全 面 に 白 く塗 装 され た ア ール ・

ヌー ヴ ォーの 金属 製打 出天 井板 と一体 にな った 白い漆 喰壁

と灰 白の リノ リュー ム床 の室 内意 匠 は、優 れ てセ セ ッシ ョ

ン式 の感 覚 であ る。対 して、西 原 が設 計 した 「旧 立花 寛治

邸 西洋 館 」(図12)か らは、 アー ル ・ヌー ヴ ォーへ の関 心 は

み られ る もの の 、セ セ ッ シ ョン式 の 空 間 意 匠 の感 覚 は伝

わ って こない。

こ うした こ とを考 え合 わせ る と、 「旧立花 寛 治邸 西洋館 」

「旧福 岡 県公 会堂 貴賓館 」 とほ ぼ同時期 に工事 が進 め られ

て ほ とん ど同時 に竣工 した 「旧三 潴銀 行」 の 設計者 像 は 、

建 築意 匠 設計 の西 原吉 次郎 と室 内意 匠設計 の 三條 栄三 郎 に

絞 り込 まれ るので あ る(図13)。
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9.ま とめ

輸入金属製打出天井板の特性と室内意匠の設計者像は以

下の通 りである。

①金属製打出天井板は、藤原商店が豪州から輸入販売した

装飾美術的工業製品と同等のものである。

②藤原商店が販売した豪州製金属製打出天井板は、「帝國

ホテル」で最初期に使用され、明治末期の洋館で多 く利

用された。

③渡邊譲設計の 「海軍参考品陳列館」が、「建築雑誌」や

「明治工業史」でも紹介されるなど、この製品は明治末

期の洋館建築素材として重要な位置づけにあった。

④渡邊譲は、貴族 ・ブルジョアジーの邸宅のなかでも第一

級と認められた 「前田侯爵邸」にも金属製打出天井板を

用いるなど高い評価を与えている。

⑤藤原商店の広告によれば、金属製打出天井板は優美でか

つ廉価であり、継ぎ目が目立たず数本の釘で取り付けら
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れ彩色 が で きる な ど、技 術 者 に愛好 された。

⑥ ア ール ・ヌ ー ヴ ォーに造 詣が 深 い住友 営 繕 の野 口孫市 が

設計 した 「旧田辺 禎 吉邸 」 には 、金属 製打 出天井 板 と格

縁 を融和 させ た美 意識 が見 られる。

⑦ 旧三 潴銀 行 の金属 製打 出天井 板 を使用 した 白い室 内 意匠

はセ セ ッシ ョン式 で ある。

⑧ ア ール ・ヌ ー ヴ ォーの金 属製 打 出天 井板 と、セ セ ッシ ョ

ン式 の室 内意 匠 を 同時 に実現 して いる のは 、ほ ぼ同 時期

に 同地域 で施 工 され た 旧福 岡県公 会 堂貴 賓館 と旧三 潴銀

行 で あ る。

⑨ ア ール ・ヌ ー ヴ ォーの金 属製 打 出天井 板 を用 い てセ セ ッ

シ ョン式 の室 内 意匠 に 関与 した の は 「旧福 岡県公 会 堂貴

賓 館 」 の設計 者 の福 岡県技 師三條 栄 三郎 で あ る と推察 さ

れ る。
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